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研究成果の概要（和文）：北海道から宮崎県までの66地点で得られた巻き貝ホソウミニナを解剖したところ、8
種の二生吸虫が記録された．感染率は地点間で0～99%まで変動し，最大出現種数は7種だった．二生吸虫の感染
率と多様性は，高緯度ほど有意に高くなり，要因として以下が挙げられた．（1）鳥や魚を含む宿主の現存量や
個体群の安定性が高緯度ほど高い，（2）宿主が高緯度ほど長寿命で生涯を通じてより感染しやすい，（3）感染
個体の死亡率が低緯度ほど高い．二生吸虫については第二中間宿主や終宿主も明らかになっておらず，隠蔽種を
含んでいる可能性もあることから，生活史の解明や遺伝子による種同定も今後の課題と考えられる．

研究成果の概要（英文）：We identified eight trematode taxa from the mud snail Batillaria 
attramentaria collected from 66 sampling sites from Hokkaido to Kyushu Islands in Japan. The 
infection rates ranged from 0% to 99% among the sites, and a maximum of seven taxa were found 
sympatrically. Infection rates and species diversity of trematodes were positively correlated with 
latitude. Three hypotheses were proposed to explain the mechanism behind them; (1) the abundance 
and/or robustness of host populations become higher in northern areas, (2) hosts are more long-lived
 in northern areas, which increases the possibility of infection by parasites throughout life, and 
(3) the infected hosts become more sensitive to environmental stresses (e.g., hypoxia and high water
 temperature) in southern areas. Further studies are needed for their taxonomy including cryptic 
species, taxa-specific host utilization, and geographical distribution using novel methodologies 
such as DNA-based species identification.      

研究分野：生態学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
寄生虫は、沿岸生態系において食物網の連鎖長、結合性、頑健性を規定する重要な要素の一つであることが指摘
されている。寄生虫は宿主の個体群動態をコントロールするのみならず、群集内での種間競争や物質循環を変化
させ、群集の生物多様性を変動させる効果がある。近年に至るまで、寄生虫は宿主の体内に隠れ住む隠蔽的な生
活様式のために、生態系内での役割が正しく評価されてこなかったが、彼らは生態系内における重要な「ミッシ
ングリンク」の一つであり、その動態解明は生態系内における群集動態や物質循環過程を理解するうえで極めて
重要なテーマである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

 気候変動は、干潟生態系に対してさまざまな影響をおよぼすと予想される。海水面上昇は干潟

自体を消滅させる可能性があり、気温・水温の上昇は底生動物種の地理的分布パターンを広域的

に変化させるだろう。また、優占種がいなくなったり、別種と置き換わってしまったりすれば、

物質循環、生物間の相互作用、群集の安定性といった生態系プロセスにまで影響が波及すると予

想される。では、干潟の底生動物とその体内に宿る寄生虫に対して、気候変動はどのような影響

をもたらすだろうか？ 

 

 寄生虫は、沿岸生態系において食物網の連鎖長、結合性、頑健性を規定する重要な要素の一つ

であることが指摘されている。寄生虫の存在は、宿主の個体群動態をコントロールするのみなら

ず、群集内での種間競争や物質循環を変化させ、群集の生物多様性を変動させる効果がある。カ

リフォルニア州の 3つの河口域で行われた研究では、吸虫類寄生虫は鳥、魚、エビ類や多毛類に

匹敵する大きなバイオマスを持つことも判明した。近年に至るまで、寄生虫は宿主の体内に隠れ

住む隠蔽的な生活様式のために、生態系内での役割が正しく評価されてこなかったが、彼らは生

態系内における重要な「ミッシングリンク」の一つであり、その動態解明は生態系内における群

集動態や物質循環過程を理解するうえで極めて重要なテーマである。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、日本各地の干潟に多産する巻き貝ホソウミニナ Batillaria attramentaria に寄生す

る二生吸虫に注目した。巻き貝類は二生吸虫の第一中間宿主であり，魚類，節足動物，環形動物

は第二中間宿主，鳥類は終宿主として利用される．感染したウミニナ類は，繁殖能力が失われて

成長し続けるなど大きな影響を受ける．感染した二生吸虫はホソウミニナの繁殖能力を奪い（寄

生去勢）、ホストを巨大化させて自身のセルカリア幼生を生産し、毎日大量の幼生を水中へと遊

出させる。一般に，海産ベントスの種多様性は低緯度海域でより高くなるが，寄生生物では高緯度地

域でより多様性が高くなることがある．実際に，アメリカ西海岸では，塩性湿地に生息するヘナタリの仲

間への吸虫類感染率が高緯度海域ほど高くなることが知られている．しかし，ベントスに寄生する生物

の多様性や感染率に関する研究事例は世界的に見ても乏しく，日本沿岸でも同様の傾向がみられるか

は不明である． 

本研究では、ホソウミニナ-二生吸虫をモデルとして、日本沿岸の干潟において二生吸虫への

感染率と多様性について広域的なサンプリングを行い、緯度間で比較することにより、気候変動

が宿主-寄生虫系に及ぼす影響を推定する事を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

 調査は 2020 年～2023 年に北海道オホーツク海沿岸から長崎県対馬，南は宮崎県までの 66 サイト

で行った．干潮時にホソウミニナを徒手で採取し（24～536 個体/地点，平均 299±161 個体），研究室で

殻長を計測した後に解剖し，実体顕微鏡下で感染の有無を確認するとともに，形態から二生吸虫を同



定し（図 1），感染率を算出した．非感染個体については，卵巣と精巣の発達具合から雌雄を判別し，未

成熟個体は解析から除外した．また、仙台湾で採取したホソウミニナと二生吸虫については炭素・窒

素安定同位体比（δ13C・δ15N）を測定し，両者間での栄養関係を推定した． 

 

 

 

４．研究成果 

 

一連の調査で 8種（群）の二生吸虫が記録された．感染率はサイト間で大きなばらつきを示し

（0～99.4%），同所的な最大出現種数は 7 種であった．Cercaria batillariae が最も広域で出現し

（52サイト，平均／最大感染率；19.5±28.9／94.8%），C. hosoumininae（45サイト，3.0±6.5／31.3%），

Philophthalmid sp. II（34サイト，0.8±1.6／7.6%），Acanthoparyphium sp. I（29サイト，2.0±6.7／

49.7%）と続き，以下 Philophthalmid sp. I, Renicolid sp. I，Cyathocotylid sp. Iは 18～23サイトで出

現し，未報告の吸虫類も 4サイトで記録された．全データを用いた解析の結果，九州～北海道ま

での海域における二生吸虫の感染率と多様性は，高緯度ほど高くなる傾向が見られた（図 2）．

このような緯度勾配が生じる要因として以下が挙げられた．（1）鳥や魚を含む宿主の現存量や個

体群の安定性が高緯度ほど高い，（2）ホソウミニナが高緯度ほど長寿命で生涯を通じてより感染

しやすい，（3）感染個体の死亡率が低緯度ほど高い．次に，二生吸虫の同位体比をみると，δ13C

はいずれの種でも宿主筋肉よりも 0.5～5.0‰低く，δ15Nも多くのケースで宿主より 0.3～8.5‰低

く，一般的な生食連鎖で知られている濃縮係数とは異なっていた． 

 

以上の結果から，気候変動により，宿主となる鳥やベントスの緯度分布が変化すると寄生虫の

分布や感染率も変化し，宿主の個体群動態や生理生態特性に大きな影響をおよぼす可能性が示

唆された．ウミニナ類に寄生する二生吸虫については第二中間宿主や終宿主も（種レベルでは）

明らかになっていないことから，感染率や多様性の広域比較を行う際には，その生活史の解明も

今後の重要な課題である． 

 

 

図 1．二生吸虫のレジア／スポロシスト幼生（黄色矢印：a, c, e, g, i, k）とセルカリア幼生（b, d, f, 

h, j, l）．黄色バー：1 cm，黒バー：100 μm 



 

図 2．ホソウミニナへ感染した二生吸虫の出現種数（a）および感染率（b）と緯度との関係。有

意な正の相関がみられた場合に回帰直線を示した。*** p < 0.001 (Pearsonの相関係数). 
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